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（
六
） 

      
 
 
 

文
久
三
亥
年 

  
 

殿
様 

 
 

御
道
中
御
休
泊
御
建
場
被
下
等
覚 

 
 

但
御
定
日
割
御
本
陣
名
前
御
関
所
役
人 

 
 
 

川
役
人
御
用
達
等
名
前 

  
 
 
 

正
月
吉
日 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

阿
部
家
文
書
第
２
１ 

 
 

  

（
解
題
）
保
申
は
文
久
二
（
１
８
６
２
）
年
五
月
四
日
に
入
部
の
た
め
江
戸
発
駕
、
同

十
九
日
に
郡
山
に
入
城
し
て
い
る
が
、
そ
の
道
中
に
お
け
る
諸
注
意
・
必
要
経
費

（
交
際
費
的
支
出
）
等
を
記
録
し
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
阿
部
軍
内
は
後
日
に
備

え
て
文
久
三
（
１
８
６
３
）
年
作
成
の
本
記
録
を
書
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
彼

は
こ
の
入
部
に
は
参
加
し
て
い
な
い
が
、
翌
年
四
月
の
真
華
院
帰
郡
行
列
の
現
場

責
任
者
と
な
っ
て
随
行
し
て
い
る
）。 
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１ 

 
 
 
 

文
久
三
亥
年 

 
 
 

殿
様 

 
 
 

御
道
中
御
休
泊
御
建
場
被
下
等
覚 

 
 
 
 

但
御
定
日
割
御
本
陣
名
前
・
御
関
所
役
人 

 
 
 
 
 

川
役
人
・
御
用
達
等
名
前 

 
 
 
 

正
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 

阿
部 

 

（
注
）
こ
の
「
文
久
三
（
１
８
６
３
）
年
被
下
等
覚
」
は
、
約
百
四
十
年
前
の
享
保
九
（
１
７
２
４
）
年
に

吉
里
が
郡
山
転
封
を
命
じ
ら
れ
、
入
部
時
に
作
成
し
た
「
御
道
中
被
下
物
覚
」
が
下
地
と
な
っ
て
い
る

が
、
基
本
的
に
は
宮
・
桑
名
を
海
路
で
は
な
く
、
佐
屋
路
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
始
め
と
し
て
、
料
金

体
系
も
殆
ど
変
っ
て
い
な
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
最
も
大
き
な
差
異
は
休
泊
料
が
銀
建
（
宿
泊
で
白

銀
三
枚
、
休
息
で
白
銀
二
枚
）
か
ら
金
建
（
同
じ
く
二
両
、
一
両
）
に
代
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、

価
値
的
に
金
銀
公
定
相
場
は
江
戸
中
期
以
降
「
金
一
両
＝
銀
六
十
匁
」
で
あ
り
（
実
勢
は
当
時
八
十
匁

以
上
）、
白
銀
一
枚
は
銀
十
両
（
銀
四
十
三
匁
）
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
幕
末
の
激
し
い
物
価
高
騰
に

も
拘
わ
ら
ず
、
白
銀
三
枚
は
銀
百
二
十
九
匁
即
ち
金
二
両
と
、
宿
泊
料
は
こ
の
間
殆
ど
変
わ
っ
て
い
な

い
。 

 
 

た
だ
、
享
保
九
年
入
部
時
に
は
家
臣
の
多
く
が
同
行
移
転
し
た
こ
と
も
あ
り
、
運
搬
経
費
は
遥
か
に
大

き
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
当
時
も
本
件
と
同
じ
く
、
伊
賀
路
経
由
で
は
な
く
大
津
・
伏
見
路
を

採
っ
て
い
る
。
な
お
本
件
に
お
い
て
も
金
・
銀
・
銭
の
三
貨
計
算
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
に

概
略
を
記
し
て
お
く
。 

 
 
 
 

金 

一
両
＝
四
分
＝
十
六
朱 

（
な
お
計
数
貨
幣
で
あ
る
「
一
分
銀
」
は
金
一
分
と
同
価
値
） 

 
 
 
 

銀 

金
一
両
＝
銀
六
十
匁
（
随
時
変
動
） 

銀
一
両
＝
銀
四
匁
三
分 

白
銀
一
枚
＝
銀
十
両 

 
 

 
 

銭 

金
一
両
＝
銭
四
貫
（
四
千
）
文 

価
値
下
落
に
よ
り
江
戸
中
期
か
ら
六
貫
か
ら
六
貫
五
百
文 

 
 
 
 
 
 

銀
一
匁
＝
概
ね
銭
百
文
か
ら
百
十
文
で
推
移
。 

 
 
 
 

 
 

＊
金
百
疋
（
一
疋
は
十
文
を
意
味
し
た
）
は
金
一
両
＝
銭
四
貫
の
時
代
に
、
銭
一
貫
文
が
四 

分
の
一
両
（
金
一
分
）
と
な
る
の
で
、
即
ち
金
百
疋
＝
金
一
分
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
固 

定
さ
れ
銭
価
格
が
変
動
（
下
落
）
し
て
も
金
百
疋
は
金
一
分
と
さ
れ
続
け
た
も
の
。 

従
っ
て
国
語
辞
典
等
の
「
一
匹
（
疋
）
＝
昔
、
銭
を
数
え
た
単
位
。
十
文
、
ま
た
の
ち 

に
は
二
十
五
文
を
一
匹
と
す
る
」
と
い
う
説
明
は
、
金
百
疋
の
貨
幣
計
算
に
お
い
て
は 

意
味
を
持
た
な
い
。
但
し
銭
百
疋
は
銭
一
貫
文
と
な
る
の
で
注
意
の
こ
と
。 

な
お
保
申
の
入
部
（
初
御
国
入
）
は
文
久
元
年
九
月
元
服
、
十
二
月
従
五
位
下
叙
位
の
う
え
、
文
久
二 

（
１
８
６
２
）
年
四
月
十
五
日
に
入
部
の
許
可
を
得
、
五
月
四
日
発
駕
、
同
十
九
日
に
郡
山
へ
入
城
し 

て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
文
書
の
「
文
久
三
年
正
月
吉
日
」
と
い
う
日
付
は
殆
ど
半
年
後
に
当
た
る
が
、 

一
応
文
久
二
年
入
部
道
中
に
関
す
る
も
の
と
し
て
お
き
た
い
。 

 

２ 

 

一 

御
上
屋
敷
幸
橋
御
門
・
田
村
小
路
切
通
シ
・
赤
羽
根 

 
 

 

三
田
通
り
・
田
町
・
高
輪 

 
 
 
 

 

（「
鍵
」
カ

） 

 
 
 
 

但
、
健
屋
迄
惣
御
供
之
事 

 

（
注
）
幸
橋
門
は
現
在
の
内
幸
町
付
近
で
、
郡
山
藩
上
屋
敷
前
に
あ
っ
た
。
東
海
道
起
点
は
「
日
本
橋
」
で 

品
川
宿
ま
で
二
里
と
さ
れ
て
い
る
が
、
上
屋
敷
か
ら
だ
と
一
里
半
と
な
る
。
な
お
一
里
は
三
十
六
丁
で
、 

半
里
は
十
八
丁
（
一
丁
は
約
百
九
米
）
で
あ
る
が
、
以
下
一
里
二
十
六
丁
の
場
合
は
一
里
半
八
丁
と
、 

半
里
を
一
種
の
単
位
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
出
発
行
程
は
真
華
院
帰
郡
道
中
と
同
じ
で
あ
る 

（
田
村
小
路
は
幸
橋
御
門
か
ら
増
上
寺
に
む
か
う
通
称
「
大
名
小
路
」
の
一
部
で
田
村
家
の
前
筋
）。 

「
一 

来
月
三
日 

 
 

真
華
院
様
御
發
輿
御
道
筋
表
御
門
引
明
口
ゟ
御
出
門
、
夫
ゟ
幸
橋
御
門
、
田
村
小
路
切
通
し
、
三
田 

通
、
品
川
御
昼
、
川
崎
宿
御
泊 

 
 
 

三
月
廿
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

」 

  
 

一
り
半 

 
 

 
 
 

御
本
陣 

 
 

〇 

品
川 

 
 
 

靍
岡
市
郎
右
衛
門 

 



 3 

 
 
 

御
小
休
大
仏
前 

 
 
 
 
 

金
弐
百
疋 

 

靍
岡
市
郎
右
衛
門 

 
 
 

中
川
様
ゟ
御
使
者
有
之
候
へ
者

、
支
度
被
下
候
、
尤
其
外 

 
 
 
 

御
使
者
へ
者

被
下
候
無
之
時
、
人
足
寄
可
伺
事 

 
 

下
ケ
札 

 
 
 

申
年
、
栄
翁
様
御
使
者
御
医
師 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（「
橘
」
カ

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
静
庵 

 
 
 

右
御
取
次
ニ

て 

 
 
 

 

（
「
目
見
」
カ
） 

 
 
 
 

御
見
□
被
仰
付
、
御
酒
・
御
吸
物
・
御
肴
一
種
支
度
所
被
下 

 

（
注
）「
大
仏
」
は
高
輪
と
品
川
の
中
間
に
あ
る
「
品
川
寺
（
ほ
ん
せ
ん
じ
）」
の
大
地
蔵
（
江
戸
六
地
蔵
筆

頭
）
と
思
わ
れ
る
。
な
お
太
田
南
畝
は
浪
速
に
向
か
う
途
上
で
、
品
川
寺
前
の
「
鍵
屋
」
二
階
で
別
れ

の
宴
席
を
催
し
た
旨
の
記
録
を
残
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
保
申
一
行
も
鍵
屋
で
惣
供
を
解
い
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
江
戸
日
本
橋
を
七
つ
時
に
立
っ
て
高
輪
（
大
仏
付
近
）
で
夜
明
け
を
迎
え
提
灯

を
消
す
と
さ
れ
た
（
コ
チ
ャ
エ
コ
チ
ャ
エ
）。 

 
 

ま
た
「
栄
翁
」
は
島
津
重
豪
（
保
申
に
と
っ
て
は
祖
父
に
あ
た
る
）
の
号
で
、
天
保
四
（
１
８
３
３
）

年
に
高
輪
邸
で
没
し
て
い
る
が
、
娘
（
真
華
院
）
の
婿
で
あ
る
保
興
は
、
当
時
十
八
歳
で
あ
り
、
重
豪

在
世
中
に
帰
郡
途
上
の
保
興
を
招
待
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
詳
細
不
詳
。 

 
 

享
保
九
年
記
録
で
は
本
陣
岩
田
茂
兵
衛
（
以
下
で
本
陣
名
字
が
変
わ
っ
て
い
る
場
合
の
み
注
記
す
る
） 

 
 
 

 
 

下
ケ
札 

 
 
 

戌
年
、
御
入
部
之
節
ゟ 

 
 
 
 
 

弐
百
疋 

 
 
 
 
 

問
屋 

 

井
沢
源
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 

百
疋 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

安
藤
金
平 

 
 
 
 
 
 

百
疋 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

問
屋
下
役
供
江 

 
 
 
 

右
、
御
臨
時
金
之
内
被
下
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
井
伴
次
郎 

３ 

 
 
 
 

右
、
罷
出
候
得
者

、
玄
関
於
□
之
間 

 
 
 
 
 

御
目
見
被
仰
付
候 

 
 （

注
）「
戌
年
御
入
部
」
は
、
文
久
二
戌
年
五
月
四
日
江
戸
発
・
同
十
九
日
郡
山
入
城
の
保
申
入
部
の
こ
と 

で
あ
ろ
う
が
、
或
い
は
７
小
田
原
宿
松
田
村
中
村
平
治
右
衛
門
の
例
か
ら
、
天
保
九
年
戊
戌
の
保
興 

入
部
の
例
か
も
知
れ
な
い
。
小
休
で
計
四
百
疋
（
金
四
分
＝
一
両
）
は
少
し
高
す
ぎ
る
の
で
、
品
川

の
特
例
と
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
三
井
は
出
入
町
同
心
で
三
人
扶
持
者
、
□
部
分
は

「
上
・
在
・
三
」
等
の
可
能
性
あ
り 

  
 
 
 

御
建
場 

大
森 

 
 
 
 
 
 

鐚
五
百
文 

 
 

長
谷
川
忠
次
郎 

 
 
 
 

六
郷
川
舟
渡
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
役
人
共
罷
出
ル 

 
 

 
 

右
、
罷
出
候
得
者

御
船
組
ニ
而

當
所
川
役
人
共
江 

 
 
 
 
 

披
露
ス
、
御
目
録
被
下
候
、
御
船
組
方
ニ
而

取
斗 

 

（
注
）
六
郷
川
は
、
多
摩
川
の
河
口
付
近
の
名
称
。
元
禄
期
以
降
は
架
橋
さ
れ
ず
、
舟
渡
し
と
な
っ
て
い
た
。 

 
 

「
六
郷
渡
れ
ば
川
崎
の
万
年
屋
鶴
と
亀
と
の
よ
ね
饅
頭
・
・
・
」
左
の
万
年
屋
の
関
係
は
不
詳
。 

  
 

 

御
小
休 

川
崎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
本
陣 

 
 

田
中
兵
庫 

 
 
 
 
 
 

金
百
疋 

 
 
 
 
 
 
 

万
年
屋 

金
右
衛
門 

 
 

ニ
り
半 

 
 

〇 

川
崎 

 
 
 

 

御
本
陣 

 
 
 

田
中
兵
庫 
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右
同
人
同
断 

 
 
 
 
 
 

靍
見
川 

 
 
 
 
 

同
坂 

 
 
 

御
建
場
生
麦 

 
 
 

藤
屋
傳
七 

 
 
 
 
 

生
麦
村 

 
 
 
 
 
 
 

鐚
三
百
文
被
下
之 

  
 

ニ
り
半 

 
 
 

御
休 

 
 

〇 

神
奈
川 

 
 

 
御
本
陣 

 

石
井
源
右
衛
門 

 
 
 
 
 

 

 
 

軽
井
沢 

ノ
ケ
村 

４ 

 
 

 
 

 

金
壱
両 

 
 

 
 

御
休
料 

 
 
 
 

 

同
百
疋 

 
 
 
 

同
所 

問
屋
江 

 
 

大
山
道 

追
分 

新
田 

 

（
注
）
神
奈
川
宿
は
安
政
五
年
の
日
米
修
好
通
商
条
約
で
開
港
と
な
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
横
浜
に
新
港 

が
造
成
さ
れ
た
。
軽
井
沢
・
野
毛
村
は
宿
近
郊
に
あ
り
、
大
山
（
阿
夫
利
神
社
）
参
詣
の
道
筋
。 

  
 

一
り
九
丁 

 
 

〇 

程
ケ
谷 

 
 

 
 

御
本
陣 

 
 

苅
部
清
兵
衛 

 
 
 
 

右
同
人
様
同
断 

 
 
 
 

御
建
場 

同
所 

 
 
 
 
 

苅
部
九
右
衛
門 

 
 
 
 

鐚
三
百
文
被
下
候 

 
 

品
の
坂 

武
相
ノ
境 

 

（
注
）
現
在
の
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
と
戸
塚
区
（
し
な
の
坂
）
で
武
蔵
と
相
模
が
分
け
ら
れ
て
い
た
。 

 

「
痴
話
で
口
説
は
信
濃
坂
、
戸
塚
ま
え
藤
沢
寺
の
門
前
で
・
・
・
」 

  
 

ニ
り
九
丁
〆
拾
里 

 
 
 
 

御
泊 

 

 
 

〇 

戸
塚 

 
 
 
 

御
本
陣 

 

沢
部
九
郎
右
衛
門 

 
 

遊
行
寺 

戸
塚
ゟ
鎌
倉
江

ニ
り 

 
 
 
 
 

金
弐
両 

 
 
 
 

御
宿
料 

 
 
 
 

 

同
百
疋 

 
 
 
 

同
所
問
屋
江 

 
 
 
 

御
建
場 

影
取 

 
 

西
村
屋 

左
平
治 

 
 
 
 
 

鐚
三
百
文 

 

（
注
）
遊
行
寺
は
、
現
在
の
藤
沢
市
に
あ
る
時
宗
総
本
山
の
清
浄
光
寺
の
こ
と
。
な
お
一
般
的
に
は
戸
塚
ま 

で
十
里
半
と
さ
れ
る
が
、
出
発
点
が
日
本
橋
か
ら
半
里
離
れ
た
幸
橋
な
の
で
合
計
十
里
と
な
る
。 

  
 

ニ
り 

 
 

〇 

藤
澤 

 
 
 
 

御
本
陣 

 
 

蒔
田
源
右
衛
門 

 
 
 
 
 

江
川
太
郎
左
衛
門
様
御
支
配
所 

 
 
 
 
 

御
建
場 

四
ツ
谷 

 

藤
屋 

□
□ 

 
 

 
 

 

鐚
五
百
文 

 
 

ニ
り
谷 

四
ツ
谷 

南
湖 

馬
入
川 

 

（
注
）
江
川
太
郎
左
衛
門
は
韮
川
世
襲
代
官
で
藤
沢
等
も
支
配
。
四
ツ
谷
は
大
山
参
詣
道
へ
の
追
分
。 

 
５ 

 
 

 
御
小
休 

南
湖 

 

松
屋 

清
左
衛
門 

 
 
 
 

金
弐
朱 

  
 

 

馬
入
川 

船
渡
し 
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御
代
官
手
代 

 
 
 
 

 
 
 

御
用
達 

 
 

武
井
源
内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
役
人
共 

 
 
 

大
野
次
右
衛
門
様
御
手
代
并

當
所
御
用
達
与

披
露
ス
、 

右
披
露
与

前
々
同
し 

 

（
注
）
南
湖
は
、
藤
沢
か
ら
馬
入
川
の
途
中
の
左
富
士
の
景
勝
地
、
馬
入
川
は
相
模
川
河
口
付
近
の
名
称
。 

  
 

三
り
半 

 
 

〇 

平
塚 

 
 
 
 
 
 
 
 

御
本
陣 

 
 

加
藤
七
郎
兵
衛 

 
 
 
 
 

江
川
太
郎
左
衛
門
様
御
支
配
所 

 
 
 

花
三
ツ
ば
し 

片
セ
川
ば
し 

 
 
 
 
 

 

（
注
）
花
三
ツ
は
、
花
水
の
こ
と
か
。
片
瀬
川
は
、
境
川
河
口
付
近
の
名
称
。 

 

御
休 

 
 

廿
七
丁 

 
 

〇 

大
磯 

 
 
 
 

御
本
陣 

 
 

小
嶋
才
三
郎 

 
 
 
 
 

大
久
保
加
賀
守
様
御
領
分 

 
 
 
 

 
 

金
壱
両 
 
 
 
 

御
休
料 

 
 

 

 
 
 
 
 

 
 

同
百
疋 

 
 
 
 

同
所 

問
屋
江 

  
 

 

御
小
休 

梅
沢 

大
友
屋 

半
四
郎 

 
 
 
 

 
 

金
百
疋 

 
 
 

鴫
立
沢 

小
磯
切
通
シ 

本
郷
村
梅
沢 

 
 

 

（
注
）
大
久
保
加
賀
守
は
、
小
田
原
十
一
万
石
藩
主
忠
礼
。
大
久
保
家
と
の
関
係
は
付
属
資
料
の
３
参
照
。 

鴫
立
沢
は
、
西
行
の
名
句 

「
心
な
き
身
に
も
哀
れ
は
知
ら
れ
け
り
鴫
立
沢
の
秋
の
夕
暮
れ
」
で
知
ら
れ
た
名
所
。 

 
 
 
 

小
磯
切
通
は
現
在
の
城
山
公
園
切
通
、
梅
沢
は
二
宮
間
宿
「
梅
沢
立
場
」
か
。 

 

６ 

 
 
 
 

酒
匂
川
歩
行
渡
り 

 
 
 
 

大
久
保
加
賀
守
様
ゟ
御
馳
走
川
ニ

付
、
御
役
人
罷
出
ル 

 
 
 
 
 
 
 

大
久
保
様
御
家
来
、
何
誰
殿
并

當
所
川
役
人
共
与

披
露 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

川
役
人
共 

 

（
注
）
酒
匂
川
は
小
田
原
市
東
部
を
流
れ
る
川
で
徒
渡
り
可
能
で
あ
っ
た
が
、
小
田
原
藩
が
保
守
管
理
（
馳

走
）
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

  
 

四
り 

 
 

〇 

小
田
原
御
本
陣 

 
 
 

 

清
水
金
左
衛
門 

 
 

 
 

 

大
久
保
様
御
城
下 

 
 
 
 
 

金
弐
両 

 
 
 
 

 

御
泊
料 

 
 
 
 
 

同
百
疋 

 
 
 
 

 

同
所
問
屋
江 

 
 
 
 
 
 
 

 

大
久
保
様
ゟ 

 
 
 
 
 
 
 

鰹
塩
辛 

 
 
 
 

一
曲 

 
 
 
 
 
 

糟
漬
梅 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
早
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

三
枚
橋 

品
雲
寺 

湯
本 

大
沢
川 

畑 

三
ツ
谷 

サ
イ
ノ
河
原 

 

（
注
）
小
田
原
藩
城
下
で
藩
主
か
ら
贈
り
物
が
あ
り
、
塩
辛
は
「
い
か
（
鰞
）
」
が
名
物
だ
が
「
鰹
」 

の
可
能
性
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
誤
字
か
も
知
れ
な
い
が
「
鰹
」
と
し
て
お
く
。 

な
お
享
保
九
年
記
録
で
は
本
陣
「
清
水
伝
左
衛
門
」
と
な
っ
て
い
る
。 
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三
枚
橋
は
箱
根
湯
本
の
早
雲
寺
近
辺
の
橋
。
そ
の
他
箱
根
湯
本
付
近
の
地
名
。 

  
 
 
 
 
 

右
御
旅
中
、
為
御
見
舞
、
奉
札
を
以
被
遣
之
、
御
同
人
様 

 
 
 
 
 
 

御
家
来 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町
奉
行 

 
 
 
 
 
 

右
者

自
分
ニ
而

罷
出
、
当
宿 

 
 
 
 
 
 

御
止
宿
ニ
而

御
用
向
等
御
座
候
者

、
可
被
仰
付
与

兼
而

被 

 
 
 
 
 
 

仰
付
置
候
段
申
聞
之
、
依
而

御
道
中
方
及
挨
拶 

 

（
注
）
小
田
原
藩
主
か
ら
旅
中
見
舞
奉
札
が
あ
り
、
こ
れ
を
町
奉
行
自
身
が
藩
主
口
上
と
と
も
に
持
参
来
訪 

し
た
の
で
道
中
奉
行
が
対
応
し
た
も
の
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相
州
足
柄
郡
松
田
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
村
平
治
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 

右
者

去
ル
戌
年
、
当
駅
へ
罷
り
出
、
御
祝
申
上
小
豆
□ 

 
 
 
 
 
 

壱
袋
さ
し
上
之
、
御
受
納
有
之
、
翌
朝
□
□ 

 
 
 
 
 
 

御
発
駕
前 

御
目
□
□ 

７ 

 
 
 
 
 
 

寅
年
両
年
共
□
□ 

 
 
 
 
 
 

年
、
罷
出
候
処
、
心
付
之
事 

 

（
注
）
汚
損
部
分
が
多
く
判
読
困
難
で
あ
る
が
「
去
戌
年
」
は
保
興
入
部
の
天
保
九
年
戊
戌
の
こ
と
か
。 

  
 
 
 

御
小
休 

湯
本 

 

米
屋 

紋
右
衛
門 

 
 

 
 

金
百
疋 

 
 
 
 

御
前
へ
御
酒
・
御
吸
物
・
硯
蓋
鉢
肴
差
上
之 

 

（
注
）
硯
蓋
（
鉢
）
は
取
肴
等
を
盛
る
食
器
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。 

  
 
 
 

御
小
休 

畑 
 
 

茗
荷
屋 

畑
右
衛
門 

 
 
 
 

金
百
疋 

 
 
 
 

御
前
へ
御
酒
・
御
吸
物
・
取
肴
・
し
ん
こ
餅
差
上
之 

 

（
注
）
茗
荷
屋
は
畑
宿
本
陣
、
取
肴
は
酒
席
で
最
後
に
出
る
珍
品
。
し
ん
こ
餅
は
箱
根
名
物
の
笹
餅
。 

  
 
 
 

御
野
立
有
之 

 
 

西
ノ
河
原 

 
 
 
 

是
者

御
関
所
御
通
行
ニ

付
、
御
供
相
揃
候
を
御
見
合
被
遊
ニ

付 

 

（
注
）
関
所
通
行
に
際
し
て
、
御
供
全
員
を
取
り
纏
め
る
た
め
西
之
河
原
で
乗
物
を
降
り
て
休
憩
し
た
も
の
。 

 
 

あ
わ
せ
て
本
茶
「
野
点
」
を
行
っ
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。 

  
 
 
 

御
関
所 

 
 
 
 

御
使
者
、
御
目
付
相
勤
ル 

  
 

四
り
八
丁 

 
 
 

御
休 

 
 

〇 

箱
根 

 
 
 

御
本
陣 

 
 

川
田
覚
右
衛
門 

 
 
 
 
 

大
久
保
様
御
領
分 

 

地
方
ハ
江
川
様 

 
 

 
 

 
 

金
壱
両 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
休
料 

 
 
 
 

 
 

同
百
疋 

 
 
 
 

右
同
人 

 
 
 
 

是
者

御
関
所
万
端
、
御
世
話
仕
候
ニ

付
、
被
下
之 

 
 
 
 

 

同
百
疋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
所
問
屋
江 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

箱
根
御
関
所 

 
 

定
御
番
人 

 
 

 

石
割
坂 
山
中 

宗
閑
寺 
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（
注
）
箱
根
宿
は
小
田
原
宿
と
三
島
宿
か
ら
住
民
を
移
住
さ
せ
て
設
置
し
た
た
め
、
小
田
原
藩
と
韮
川 

代
官
所
が
分
割
支
配
し
た
も
の
で
、
中
心
部
分
は
藩
支
配
、
周
辺
部
分
は
代
官
支
配
と
し
た
も
の
か
。

石
割
坂
は
山
中
に
続
く
長
い
石
畳
道
。
山
中
宗
閑
寺
は
、
山
中
城
三
の
丸
裏
、
浄
土
宗
山
寺
。 

 

８ 

 
 
 
 

銀
弐
両 

 
 

 
 

大
西
房
右
衛
門 

 
 
 
 

同
壱
両
ツ
ヽ 

 
 

塚
本
庄
兵
衛 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立
木
市
左
衛
門 

 
 
 

 

是
ハ
子
年
ゟ
御
出
入
被
仰
付
候
ニ

付
、
右
之
通
被
下
候
、 

尤
覚
右
衛
門
ゟ
相
渡
ス
、
覚
右
衛
門
ゟ
切
手
取
之 

  

（
「
小
」
カ
） 

 
 

 

さ
ヽ
原 

北
条 

つ
か
原 

蛭
〃 

小
嶋 

新
屋 

赤
沢
山 

三
間
屋 

 

（
注
）
出
入
り
の
三
名
に
本
陣
経
由
で
銀
を
渡
し
、
本
陣
か
ら
確
証
を
採
っ
て
い
る
。
な
お
銀
一
両
（
四
匁 

三
分
）
は
銭
約
五
百
文
に
当
た
り
、
当
時
の
物
価
高
騰
を
考
慮
す
れ
ば
概
ね
現
在
の
五
千
円
程
度
か
。 

さ
ヽ
原
等
は
鉾
根
路
の
地
名
で
あ
る
が
、
蛭
原
・
赤
沢
山
は
不
明
。
三
間
家
は
三
軒
屋
と
思
わ
れ
る
。 

な
お
三
島
宿
の
南
方
約
二
里
に
頼
朝
の
流
刑
伝
承
地
「
蛭
ケ
小
島
」
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
を
記
し
て
い 

る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
箱
根
越
部
分
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
比
定
は
難
し
い
。 

  
 
 

御
小
休 

山
中 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

金
弐
朱 

 
 
 
 
 

宗
閑
寺 

 
 
 
 

是
ハ
寒
晒
團
子
一
重
差
上
候
、
先
院
主
御
座
之
間
次
ニ
而 

御
内
々
御
目
見
被
仰
付
候 

 

願
も
無
之
ニ

付
、
御
目
見
無
之 

 

（
注
）
寒
晒
団
子
は
寒
風
に
晒
し
て
出
来
る
団
子
で
宗
閑
寺
名
物
。
金
二
朱
は
銀
八
匁
強
で
銀
二
両
と
ほ
ぼ

等
価
で
あ
る
が
、
寺
院
等
に
た
い
し
て
は
格
式
を
重
ん
じ
金
遣
い
、
猟
師
・
海
士
に
は
銭
遣
と
し
て
い
る
。 

  
 
 

御
小
休 

三
ツ
谷 

 
 
 
 

金
弐
朱 

 
 
 
 
 

松
雲
寺 

 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

右
茄
藾
一
臺
差
上
之
、
御
受
納
有
之
、
御
立
之
節 

 
 

 

門
前
ニ
而

御
目
見
被
仰
付
候
、
披
露
御
目
見 

 

（
注
）
三
ツ
谷
新
田
松
雲
寺
は
、
紀
州
侯
寺
本
陣
と
称
さ
れ
た
日
蓮
宗
寺
院
。 

 

「
茄
藾
（
蕷
）」
は
「
ハ
ス
・
ヨ
モ
ギ
」
ま
た
は
「
ナ
ス
・
ヤ
マ
イ
モ
」
、
或
い
は
「
茄
蔌
」
と
し
て
「
ナ

ス
・
ア
オ
モ
ノ
類
」
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
所
謂
「
山
菜
」
の
総
称
で
あ
ろ
う
か
。 

  
 

三
り
半
十
丁
〆
八
里 

 
 

〇 

御
泊 

三
嶋 

 

御
本
陣 

 
 

樋
口
傳
左
衛
門 

 
 
 
 
 

江
川
太
郎
左
衛
門
様
御
支
配
所 

 
 
 
 

 
 

金
弐
両 

 
 
 
 

御
泊
料 

 
 
 
 
 
 

 

同
百
疋 

 
 
 
 

同
所
問
屋
江 

 
 

木
瀬
川 

 
 
 
 
 

豆
州
・
駿
州
境
ニ

貫
抱
有
り 

 
 

 

（
注
）
木
瀬
川
は
現
在
の
黄
瀬
川
（
境
川
）
で
、
伊
豆
と
駿
河
の
国
境
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
戦
国
時
代
の 

橋
梁
樋
が
引
か
れ
て
お
り
、
通
称
「
千
貫
樋
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
「
貫
抱
」
は
こ
の
誤
記
か
。 

  
 

一
り
半 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
助
左
衛
門
」
カ
） 

 
 

〇 
沼
津 

 
 
 
 

 

御
本
陣 

 
 

清
水
□
□ 

９ 

 
 

 
 
 

水
野
出
羽
守
様
御
領
分
□
□ 



 8 

 
 
 
 

 

鐚
三
百
文 

 
 
 

同
所
問
屋
江 

 

（
注
）
水
野
出
羽
守
は
、
沼
津
五
万
石
藩
主
忠
誠
。 

  
 
 

御
小
休 

同
所 

 
 

一
り
半 

 
 

〇 

原 
 
 
 
 
 

御
本
陣 

 
 
 
 

渡
部
平
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 

江
川
太
郎
左
衛
門
様
支
配
所 

 
 
 
 

御
建
場
同
所 

 
 

大
和
屋 

太
郎
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 

鐚
三
百
文 

 
 

一
本
松 

柏
原 

浮
嶋
ケ
原 

 
 
 
 
 

御
建
場
同
所 

 
 

浮
嶋
屋 
利
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 

鐚
五
百
文 

 
 

右
ニ

不
二
空
高
見
ゆ
る 

 

（
注
）
浮
島
ケ
原
周
辺
は
富
士
山
全
景
が
見
え
る
名
所
で
あ
り
「
不
二
空
高
」
と
し
た
が
、
字
面
の
と
お
り

「
不
二
・
足
高
（
愛
鷹
）」
と
す
べ
き
か
。 

  
 

三
り 

御
休 

 
 

〇 

吉
原 

 
 
 
 

御
本
陣 

 
 

神
尾
六
左
衛
門 

 
 
 
 

右
同
人
様 

 
 
 
 

 
 
 

金
壱
両 

 
 
 
 

御
休
料 

 
 
 
 

 
 

同
百
疋 

 
 
 
 

同
所
問
屋
江 

  
 
 
 
 

建
場
本
市
場 

 
 
 
 

富
士
川
船
渡
し 

 

御
代
官
手
代
罷
出 

 
 
 
 
 
 
 

御
用
達 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

斎
藤
縫
殿
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

常
盤
伴
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

望
月
清
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
役
人
共 

 
 

 
 

當
所
御
用
達
并

川
役
人
共
ト
披
露
ス 

１
０ 

 
 

 
 

右
披
露
御
目
録
被
下
等
前
同
じ 

  
 

 

御
小
休 

岩
淵 

 
 
 
 

金
百
疋 

 
 
 
 

斎
藤
縫
右
衛
門 

 
 

 

御
前
江

栗
之
餅
差
上
候 

 

（
注
）
縫
殿
右
衛
門
と
縫
右
衛
門
は
同
一
人
か
も
知
れ
な
い
。 

  
 
 

三
り 

 
 

〇 

蒲
原 

 
 
 
 

御
本
陣 

 
 
 

平
岡
久
兵
衛 

 
 
 
 
 

寺
西
直
次
郎
様
御
代
官 

 
 
 
 
 

御
建
場 

 
 
 
 

茄
子
屋 

傳
八 

 
 
 
 
 
 

鐚
三
百
文 

 

（
注
）
寺
西
代
官
は
甲
府
久
美
浜
代
官
。 

  
 

一
り
〆
十
里 

 
 

 
御
泊 

 
 
 
 

由
井 

 
 
 
 

御
本
陣 

 
 
 

岩
部
郷
右
衛
門 

 
 
 
 
 

右
同
人
様 

 
 
 
 
 
 

金
弐
両 

 
 
 
 

御
泊
料 
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同
百
疋 

 
 
 
 

同
所
問
屋
江 

 
 
 
 
 
 

鳥
目
五
拾
疋
同
所 

 
 

猟
師 

七
郎
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 

是
ハ
前
々
ゟ
御
肴
差
上
候
ニ

付
、
定
例
被
下
候 

 

（
注
）「
由
井
」
は
「
由
比
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
広
重
五
十
三
次
画
で
も
「
由
井
」。 

 
 

な
お
猟
師
に
渡
し
た
「
鳥
目
五
十
疋
」
と
い
う
表
現
は
珍
し
い
が
、
素
直
に
五
百
文
と
し
て
お
く
。 

 
 

ほ
ぼ
銀
一
両
（
金
一
朱
）
と
同
価
で
あ
ろ
う
（
８
（
注
）
参
照
）。 

  
 
 

 

御
小
休 

倉
澤 

 
 
 
 
 
 

金
百
疋 

 
 
 
 

川
嶋
勘
兵
衛 

 
 
 
 
 

御
前
江

御
吸
物
・
御
酒
・
御
肴
差
上
之
、
鳥
目
五
拾
疋
同
所
海
士
弐
人 

 
 
 
 
 
 

是
ハ
御
慰
被
仰
付
之 

 

（
注
）
倉
澤
は
薩
埵
峠
（
由
比
海
岸
と
富
士
が
一
望
の
絶
景
）
麓
の
相
宿
で
、
海
士
の
素
潜
り
の
名
所
。 

  
 
 

興
津
川
歩
行
渡
り 

 
 
 
 
 

御
代
官
手
代
□
□ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

泊
□
□ 

１
１ 

 
 
 

右
披
露
御
目
録
等
前
ニ

同
し 

  
 

二
り
十
二
丁 

 
 

〇 

興
津 
 
 
 
 

御
本
陣 

 
 
 

市
川
新
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 

右
同
人
様 

 
 
 
 
 
 

御
建
場
清
見
寺
前 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

鐚
三
百
文 

 
 
 

膏
薬
屋 

 

孫
市 

 
 

畑
打
川
・
イ
ハ
ラ
川 

 

 
 

二
り
二
丁 

 
 

〇 

江
尻 
 
 
 
 

御
本
陣 

 
 
 

寺
尾
与
右
衛
門 

 
 
 
 
 

三
好
大
膳
様
御
支
配
所
、
地
方
ハ
寺
西
直
次
郎
様
御
代
官
所 

 
 
 
 
 
 

御
建
場
同
所 

 
 

 

豆
腐
屋 

佐
兵
衛 

 
 
 
 
 
 

鐚
三
百
文 

 
 
 
 
 
 

金
百
疋 

 
 

 
 

 

同
所
問
屋
江 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

同
百
疋 

 
 

 
 
 

馬
差 

東
太 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マ
マ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

是
ハ
文
化
四
卯
ゟ
丁
ゟ
人
馬
継
立
等
世
話
仕
候
ニ

付 

 
 
 
 
 

 

御
用
達
被
仰
付
被
下
候 

 
 
 
 
 
 

御
建
場 

小
吉
田 

 
 
 
 
 
 

鐚
五
百
文 

 
 
 

稲
葉
屋 

 

源
右
衛
門 

 

（
注
）
三
好
大
膳
は
駿
府
町
奉
行
で
、
江
尻
宿
（
清
水
湊
）
を
支
配
。
村
方
は
代
官
支
配
地
。 

 

文
化
四
（
１
８
０
７
）
年
は
保
泰
期
で
あ
る
が
、
特
段
の
事
跡
は
無
い
。 

  
 
 

ニ
り
半
八
丁 

 
 

〇 

御
休 

府
中 

 
 

御
本
陣 

 
 
 

望
月
治
右
衛
門 

 
 
 
 

三
好
大
膳
様
御
支
配
所 

 
 
 

 
 

金
壱
両 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
休
料 

 
 
 
 
 

 

同
百
疋 

 
 
 
 

右
同
人 

 
 
 
 
 

 

１
２ 

 
 
 
 

 

是
者

御
使
者
案
内
御
世
話
仕
候
ニ

付
、
被
下
候 

 
 
 
 
 
 

 

同
百
疋 

 
 
 

 

同
所
問
屋
へ 

 
 
 

 

 
 
 
 
 

 
同
弐
百
疋 

御
出
入
与
力 

松
井
官
兵
衛 

 
 
 
 

 

是
者

御
用
頼
ニ

付
、
御
茶
一
箱
さ
し
上
候
ニ

付 

 
 
 
 
 
 

 

同
百
疋 

 
 
 
 

同
所
人
馬
方 

同
心
弐
人 
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右
二
口
望
月
治
右
衛
門
へ
相
渡 

 
 
 
 
 
 

同
人
ゟ
受
取
之 

 
 
 
 
 

是
者

人
馬
継
立
、
彼
是
世
話
仕
候
ニ

付
、
被
下
之 

 
 
 
 
 

 

同
百
疋
ツ
ヽ 

 
 

同
所
問
屋
役
人 

 
 

 
 

 
是
ハ
文
化
四
卯
ゟ
人
馬
継
立
世
話
仕
御
用
達 

 
 
 
 
 

被
仰
付
ニ
付
、
被
下
候 

 
 
 

仁
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

傳
蔵 

  
 
 

 

御
小
休 

弥
勒 

 
 
 
 
 
 

金
百
疋 

 
 
 
 

亀
屋 

五
郎
左
衛
門 

 
 

別
段 

 
 

同
百
疋 

 
 
 
 
 
 
 

鳥
目
壱
〆
文 

 
 
 
 
 

是
ハ
御
用
人
・
御
用
達
・
御
刀
番
・
御
側
御
目
付
・
御
道
中
方 

 
 
 
 
 

役
人
・
大
小
姓
組
・
御
徒
目
付
迄
、
差
出
物
仕
候
ニ

付
、
被
下
候 

 
 
 
 
 

尤
酒
肴
・
吸
物
・
名
物
餅
差
出
之 

 

（
注
）
弥
勒
は
、
安
部
川
餅
が
名
物
で
あ
り
、
行
列
藩
士
に
差
し
入
れ
が
あ
っ
た
の
で
別
段
下
げ
渡
し
か
。 

  
 
 

阿
部
川 

歩
行
渡
り 

 
 
 
 

御
同
人
様
御
組
同
心
、
当
所
御
用
達 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
崎
安
七
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

黒
柳
□
右
衛
門 

１
３ 

 
 
 
 
 
 
 

川
役
人
共
、
駿
府
御
町
奉
行
御
組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
出
入 

 
 

同
心 

両
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
心 

壱
人 

 
 
 
 
 

右
川
端
江

罷
出
披
露
、
御
目
録
も
前
ニ

同
し 

 

（
注
）
現
在
の
名
称
は
「
安
倍
川
」。
な
お
「
川
端
」
は
「
川
階
」「
川
際
」
か
も
知
れ
な
い
。 

  
 

一
り
半 

 
 
 

〇 

鞠
子 

 
 
 
 

御
本
陣 

 
 
 

横
田
三
左
衛
門 

 
 
 
 
 

右
同
人
様
、
地
方
寺
西
直
次
郎
様
御
代
官
所 

 
 
 
 
 
 

御
建
場
同
所 

 
 
 
 
 
 

 

鐚
五
百
文 

 
 
 

桔
梗
屋 

 

佐
治
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 

 

金
百
疋 

 
 
 

 

同
所
問
屋
役
人 

政
吉 

 
 

 
 

 
 

同
百
疋 

 
 
 
 

同
下
役 

 

傳
左
衛
門 

 
 
 
 

是
ハ
文
化
四
卯
年
ゟ
被
下
候 

 
 
 
 
 
 

（
谷
） 

 
 
 
 

宇
津
ノ
屋
と
う
下 

上
り
下
り 

 

（
注
）
岡
部
と
鞠
子
の
間
に
上
り
下
り
の
激
し
い
宇
津
ノ
谷
峠
が
あ
っ
た
。
鞠
子
丁
子
屋
の
「
麦
と
ろ
」
は

現
在
も
営
業
し
て
い
る
。 

  
 

ニ
り 

御
泊 

 
 

〇 

岡
部 

 
 
 

 

御
本
陣 

 
 
 
 
 
 
 
 

仁
藤
与
三
郎 

 
 
 
 
 

寺
西
直
次
郎
様 

 
 
 
 
 
 

 

金
弐
両 

 
 
 

 

御
宿
料 

 
 
 
 
 

 
 

同
百
疋 

 
 
 
 

同
所
問
屋
へ 

 

（
注
）
享
保
九
年
は
同
苗
清
左
衛
門 

  
 
 
 

藤
枝 

 
 
 

御
本
陣 

 
 
 
 

青
嶋
治
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 

御
建
場
同
所 
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鐚
三
百
文 

 
 
 

富
士
見
屋 

 

文
右
衛
門 

 
１
４ 

 
 
 
 

瀬
戸
川
歩
行
渡
り 

（
出
水
之
節
、
川
越
人
足
御
肩
之
事 

 
 
 
 

 
 

御
建
場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鐚
三
百
文 

 
 
 

三
軒
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

岩
崎
屋 

太
郎
右
衛
門 

  
 
 

二
り
八
丁 

 
 
 
 
 
 
 
 

御
休 

 

〇 
 

嶋
田 

 
 
 
 

 
 

御
本
陣 

 
 
 
 
 
 
 

大
久
保
新
右
衛
門 

 
 
 
 
 

寺
西
直
次
郎
様 

 
 
 
 
 
 

金
壱
両 

 
 

 
 

御
休
料 

 
 
 
 
 

同
百
疋 

 
 
 
 

同
所
問
屋
江 

 
 

 
 
 

同
弐
百
疋 

 
 
 

大
久
保
新
右
衛
門 

 
 
 
 
 

同
三
百
疋 

 
 
 

右
同
人
隠
居 

 
 
 

是
者

前
々
ゟ
別
而

御
懇
意
ニ

付
、
被
下
候 

 
 
 
 

御
目
見
被
仰
付
候 

 
 

右 

新
右
衛
門 

 
 
 
 

御
内
々
ニ
而 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
寛 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
縞
） 

 
 
 
 
 
 

縮
越
後
嶋
一
反 

 
 
 
 
 
 

夏
御
袴
地
一
反 

 
 
 
 

御
目
見
金
五
百
疋
被
下
候 

 
 

自
寛
妻 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

但
、
御
用
達
方
ニ
而

取
計 

 
 
 
 

御
前
差
上
物
左
之
通 

 
 
 
 
 
 

御
肴
御
重
之
内 

 
 

酒
花 

 
 
 
 
 
 

御
浴
衣
御
茶 

 
 
 

干
餅 

 
 
 
 
 
 

御
草
履 

以
上 

１
５ 

 
 
 
 

御
用
人
初
、
御
供
之
面
々
末
々
迄
、
さ
し
出
物
有
之 

 

（
注
）
本
陣
大
久
保
と
の
関
係
は
、
伊
信
（
信
鴻
）
期
に
長
期
川
止
の
た
め
道
中
費
に
支
障
が
生
じ
、 

 
 

大
久
保
家
の
融
通
を
受
け
た
こ
と
か
ら
の
関
係
ら
し
い
。
な
お
縮
越
後
は
越
後
小
千
谷
特
産
の
高
級

麻
布
製
品
か
。
酒
花
は
不
詳
だ
が
「
酒
中
花
」
か
。
ま
た
享
保
九
年
で
は
本
陣
置
島
藤
四
郎
と
記
さ

れ
て
い
る
。 

  
 
 
 

大
井
川
歩
渡
り 

 
 
 
 

駿
州 

 
 
 
 
 
 
 

川
端 

両
人 

 
 
 
 

遠
州 

境 
 
 
 
 
 

御
代
官
手
代
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

大
久
保
新
右
衛
門 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

御
用
達 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

置
垣
佐
右
衛
門 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
澤
郡
蔵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

川
役
人
共 

 
 

 

右
披
露
御
目
録
被
下
候
所
、
前
々
同
じ 

 

（
注
）「
垣
」
と
し
た
部
分
は
「
塩
・
島
・
場
」
等
と
記
さ
れ
た
文
献
（
島
田
市
Ｈ
Ｐ
は
「
塩
」）
も
あ
る
。 

  
 

二
り 

 
 
 

〇 
金
谷 

 
 
 
 

御
本
陣 

 
 

川
村
八
郎
兵
衛 

 
 
 

是
ゟ
小
夜
中
山
上
り
下
り
ア
リ 
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（
注
）
小
夜
中
山
峠
は
箱
根
・
鈴
鹿
と
並
び
称
さ
れ
た
難
所
。
夜
泣
き
石
伝
説
が
あ
る
。 

 
 

享
保
九
年
で
は
屋
号
表
記
（
柏
屋
）
八
郎
左
衛
門
。 

 

 
 

菊
川
ば
し 

 
 
 
 
 
 

菊
川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（「
瀉
」
カ

） 

 
 
 
 

御
小
休 

 
 
 

 

沢
浮
屋 

宇
兵
衛 

 
 
 
 
 

金
百
疋 

 

（
注
）
菊
川
は
小
夜
山
中
峠
東
麓
の
間
宿
。 

 
 

 

一
り
半
六
丁 

 

〇 

日
坂 

 
 
 
 

御
本
陣 

 
 

片
岡
金
左
衛
門 

 

 
 
 
 

御
建
場 

同
所 

 
 

相
傳
寺 

 
 
 
 
 

鐚
三
百
文 

 
 
 

同
所
茶
屋 

 
平
兵
衛 

 
 
 
 
 

同
二
百
文
ツ
ヽ 

 

１
６ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

米
屋 

源
助 

 
 
 

是
ハ
相
傳
寺
へ
被
為
入
候
ニ

付
、
御
供
之
面
々
此
茶
屋
ニ

相
休
候
ニ

付
被
下
之 

 
 （

注
）
相
傳
寺
は
浄
土
宗
寺
院
で
当
宿
の
高
札
場
が
あ
っ
た
。
享
保
九
年
に
は
同
苗
清
兵
衛
。 

 
 

  
 

一
り
半
十
一
丁 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
野
」
カ
） 

 
 
 
 

掛
川 

 
 
 

御
本
陣 

 
 

沢
部
太
右
衛
門 

 
 
 
 
 

太
田
摂
津
守
様
御
城
下 

 
 

原
川 

 

御
建
場
同
所 

 
 

中
屋
六
太
夫 

 
 
 
 
 
 

 

鐚
三
百
文 

 

 
 
 
 
 
 

御
建
場
原
川 

 
 
 
 
 
 
 

鐚
三
百
文 

 
 

池
野
平
兵
衛 

 

（
注
）
太
田
摂
津
守
は
掛
川
五
万
石
藩
主
資
美
。
享
保
九
年
記
録
等
で
は
本
陣
「
沢
野
弥
惣
右
衛
門
」
と
あ 

 
 

り
、
お
そ
ら
く
「
部
」
は
誤
写
で
あ
ろ
う
。
太
田
家
と
の
関
係
は
付
属
資
料
の
８
参
照
。 

  
 
 
 

御
泊
〆
十
り
半
十
五
丁 

 
 

二
り
半 

 
 
 
 

袋
井 

 
 
 

御
本
陣 

 
 

田
代
八
郎
左
衛
門 

 
 
 
 

 

金
弐
両 

 
 
 

御
宿
料 

 
 
 
 
 

 

同
百
疋 

 
 
 

同
所
問
屋
へ 

  
 

一
り
半 

 
 

〇 

見
附 

 
 
 
 

御
本
陣 

 
 

神
谷
三
郎
右
衛
門 

 
 
 
 
 

御
建
場
同
所 

 
 
 

逢
頼
屋 

勘
兵
衛 

 
 
 
 
 
 

鐚
三
百
文 

  
 

 
 

御
小
休 

池
田
宿 

 
 
 
 
 
 

金
弐
朱 

 
 
 
 

市
川
伊
平
治 

 
 
 
 

天
龍
川
舩
渡
し
御
供
切
舟
般 

１
７ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
達 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

半
場
孫
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 

伊
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
役
人
共 

 
 
 
 
 

御
目
録
前
同
し 
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（
注
）
享
保
九
年
で
は
同
苗
三
郎
兵
衛
。
な
お
池
田
宿
は
天
竜
川
対
岸
の
間
宿
。
切
舟
は
村
方
で
用
い
る
川 

船
か
。 

 
四
り
八
丁
御
休 

 
 
 

 
濱
松 

 
 
 
 

御
本
陣 

 
 
 

杉
浦
助
左
衛
門 

 
 
 
 
 

井
上
様
御
城
下 

 
 
 
 
 
 

 

金
壱
両 

 
 
 
 
 
 
 
 

御
休
料 

 
 
 
 
 

 
 

同
百
疋 

 
 
 

 

同
所
問
屋
江 

 

 
 
 
 
 
 

御
建
場
茶
原 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

鐚
五
百
文 

 
 
 

糀
屋 

 

喜
兵
衛 

 

（
注
）
井
上
様
は
浜
松
六
万
石
藩
主
河
内
守
正
直
で
当
時
老
中
。
「
茶
原
」
部
分
は
「
篠
原
」
の
誤
記
か
。 

 
 
 
 
 

 

二
り
半
十
丁 

 
 

〇 

舞
坂 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

宮
崎
傳
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 

 
 

御
小
休 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

金
二
朱 

 
 

 

右
同
人
江 

 
 
 
 
 

海
上
一
里
半
船
渡
し 

 
 
 
 
 
 

松
平
伊
豆
守
様
御
家
来 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

御
舟
役
人 

両
人 

 
 

遠
州 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

掛
塚
屋 

市
左
衛
門 

 
 

参
州 

境 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

其
外
役
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
目
録
前
同
様 

 

（
注
）
松
平
伊
豆
守
は
吉
田
七
万
石
藩
主
信
古
。
舞
坂
は
地
震
に
よ
り
浜
名
湖
に
開
口
部
が
出
来
た
た
め
、 

海
上
通
行
（
今
切
の
渡
）
と
な
っ
て
い
た
。
松
平
家
と
の
関
係
は
付
属
資
料
の
５
参
照
。 

 

１
８ 

 
 
 
 

今
切
御
関
所 

 
 
 
 
 

松
平
伊
豆
守
様
御
持 

 
 
 
 
 
 

金
二
百
疋 

 
 
 

同
所
御
頼
与
力 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
田
冨
三
郎 

 
 

 
 

 

是
ハ
御
関
所
其
外
揚
場
へ
万
端
世
話
致
候
、
勿
論 

 
 
 
 
 

 

船
場
へ
罷
出
ル 

 
 
 
 
 
 
 

金
二
百
疋
ツ
ヽ 

新
井
御
本
陣 

 

疋
田
八
郎
兵
衛 

 
 
 
 
 
 

同
所
御
用
達 

 
 
 

高
須
屋 

孫
太
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

其
外 

役
人
共 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
目
録
前
同
じ 

 

（
注
）
享
保
九
年
で
は
「
匹
田
八
郎
兵
衛
」
と
あ
る
が
、「
疋
・
匹
」
は
同
音
同
意
の
た
め
よ
く
混
用
さ
れ 

て
お
り
、「
引
田
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
「
新
井
・
新
居
」
も
同
音
の
た
め
混
用
さ
れ
か
ち
。 

  
 

一
り
半 

 

 
 

〇 

新
居 

 
 
 

 

御
本
陣 

 
 
 
 
 
 
 
 

疋
田
八
郎
兵
衛 

 
 
 
 
 

右
同
人
様
御
領
分 

 
 
 
 
 
 
 

金
百
疋 

 
 
 
 

右
同
人 

 
 
 
 
 
 

同
百
疋 

 
 
 
 

高
須
屋 

孫
太
郎 

 
 
 
 
 
 

銀
壱
両 

 
 
 
 

孫
太
郎
弟 

弥
之
吉 

 
 

 
 

万
端
舟
場
世
話
仕
候
ニ

付
、
被
下
之 

 
 
 
 

御
立
掛
ケ
御
本
陣
門
前
ニ
而

御
目
見 

 
 
 

 
 

被
仰
付
候 

 
 
 
 

 

御
意
無
之 

 
 
 
 
 

孫
太
郎 

 
 
 
 
 

右
披
露 

 
 
 
 
 
 

弥
之
吉 
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（
注
）
金
百
疋
は
金
一
分
で
、
言
い
方
を
変
え
れ
ば
四
朱
で
あ
る
。
金
一
両
の
銀
相
場
が
六
十
五
匁
で
あ
れ 

ば
、
一
朱
は
銀
六
十
五
匁
の
十
六
分
の
一
で
約
四
匁
六
厘
に
な
る
が
、
一
方
で
銀
一
両
は
銀
四
匁
三
分 

を
言
う
の
で
、
金
一
朱
と
銀
一
両
は
概
ね
同
価
値
に
な
る
。
ま
た
こ
の
場
合
に
金
一
両
は
銀
約
十
五
両 

に
な
る
が
、
一
般
的
に
銀
一
枚
（
丁
銀
）
は
銀
十
両
（
四
十
三
匁
）
と
さ
れ
た
の
で
、
言
い
換
え
れ
ば 

金
一
両
は
銀
一
枚
半
で
も
あ
る
。 

 

 

１
９ 

 
 

壱
り
半
六
丁
〆
十
一
里
半 

 
 
 
 

御
泊 

 
 
 

（「
須
」
脱

） 

 
 

〇 

白
賀 

 
 
 

御
本
陣 

 
 
 

大
村
庄
左
衛
門 

 
 
 
 

 
 

金
弐
両 

 
 
 
 

御
宿
料 

 
 
 
 
 
 
 

 

同
百
疋 

 
 
 
 

同
所
問
屋
へ 

  
 

一
り
十
七
丁 

 
 

〇 

二
川 

 
 
 

御
本
陣 

 
 
 

後
藤
五
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 

御
建
場
同
所 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

鐚
三
百
文 

 
 
 

村
松
屋 

 

太
郎
兵
衛 

 

 

一
り
半
四
丁 

 
 

〇 

吉
田 
 
 
 

御
本
陣 

 
 
 

中
西
与
右
衛
門 

 
 
 
 
 

松
平
伊
豆
守
様
御
領
分
御
城
下 

 
 
 
 
 
 

御
建
場
同
所 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

鐚
三
百
文 

 
 
 

一
着
屋 

 

文
七 

 
 
 
 
 
 

御
建
場
稲
村 

 
 
 
 
 
 

鐚
五
百
文 

 
 
 

永
楽
屋 

 

彦
助 

 

（
注
）
享
保
九
年
で
は
本
陣
「
清
須
屋
（
屋
号
）
与
右
衛
門
」
。「
稲
村
」
は
「
伊
奈
村
」
の
こ
と
。 

 

二
り
半
四
丁 

 
 

〇 

御
油 

 
 
 

御
本
陣 

 
 
 

鈴
木
半
左
衛
門 

  
 

十
六
丁 

 
 
 

御
休 

 
 

〇 

赤
坂 

 
 
 

御
本
陣 

 
 
 

赤
坂
彦
十
郎 

 
 
 
 
 
 

 

金
壱
両 

 
 
 
 
 
 
 
 

御
休
料 

 
 
 
 
 
 

同
百
疋 

 
 

 
 

同
所
問
屋
へ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
小
休
法
蔵
寺 

門
前 

 

２
０ 

 
 
 
 
 

 

金
弐
朱 

 
 
 
 

鈴
木
新
助 

 
 
 
 

御
前
へ
干
菓
子
餅
菓
子
差
上
申
候 

 
 
 
 
 
 

鐚
二
百
文 

同
所  

 

萬
屋 

文
七 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

茶
屋 

藤
兵
衛 

 
 
 
 

御
供
之
面
々
休
候
ニ

付
被
下
之 

 

（
注
）
御
油
・
赤
坂
間
は
東
海
道
中
最
短
で
あ
り
、
現
在
も
御
油
の
松
並
木
が
残
っ
て
い
る
。
法
蔵
寺
は
浄 

土
宗
西
山
派
で
幼
少
の
家
康
が
学
ん
だ
寺
と
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

二
り
九
丁 

 
 

〇 

藤
川 

 
 
 

御
本
陣 

 
 
 

林 

直
右
衛
門 

 
 

 
 
 

御
小
休
同
所 

 
 
 
 
 

金
弐
朱 

 
 
 
 

角
屋 

佐
七 

  
 

一
り
半
七
丁
〆
十
里
三
丁 
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〇 

岡
崎
御
泊 

 
 

御
本
陣 

 
 

服
部
専
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
弐
両 

 
 
 
 
 
 
 
 

御
宿
料 

 
 
 
 
 

同
百
疋 

 
 
 

同
所
問
屋 

 
 
 

 
矢
作
橋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
小
休
大
濱 

 
 
 
 
 

金
百
疋 

 
 
 
 

中
根
源
六 

 
 
 
 
 

金
三
百
疋 

 
 
 
 

是
ハ
御
家
老
ゟ
御
徒
目
付
迄
、
蕎
麦
・
酒
・
肴
・
吸
物 

 
 
 
 
 

さ
し
出
候
ニ

付
、
被
下
之 

 

（
注
）
矢
作
橋
は
当
時
最
長
の
橋
と
さ
れ
た
。
日
吉
丸
と
蜂
須
賀
小
六
の
出
会
い
の
場
と
し
て
も
有
名
だ
が
、 

 
 

そ
の
当
時
に
は
橋
は
無
く
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
大
浜
は
安
城
市
か
ら
拳
母
・
信
濃
に
向
か
う
街
道 

分
岐
点
。
な
お
享
保
九
年
本
陣
は
「
磯
谷
久
右
衛
門
」 

  
 

三
り
半
十
一
丁 

 
 
 
 

御
休 

 
 

〇 

池
鯉
鮒 

 
 
 

 

御
本
陣 
 
 

永
田
清
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
壱
両 

 
 
 

御
休
料 

 
 
 
 
 

同
百
疋 

 
 
 

同
所
問
屋
へ 

２
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

御
建
場
前
後 

 
 
 
 
 
 

鐚
五
百
文 

 
 
 

成
田
忠
次
郎 

 

（
注
）「
伊
勢
物
語
（
在
原
業
平
東
下
）」
の
カ
キ
ツ
バ
タ
の
里
（
八
橋
）
と
し
て
有
名
。
現
在
名
「
知
立
」 

 
 

「
か
ら
こ
ろ
も 

き
つ
つ
な
れ
に
し 

つ
ま
し
あ
れ
ば 

は
る
ば
る
き
ぬ
る 

た
び
を
し
ぞ
お
も
ふ
」 

 
 

 
 

 

 

二
り
半
十
二
丁 

 
 

〇 

鳴
海 

 
 
 

 

御
本
陣 

 
 
 

西
尾
与
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 

御
建
場
同
所 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

鐚
三
百
文 

 
 
 

井
桁
屋 

藤
助 

 
 
 
 
 
 

金
弐
百
疋 

 
 
 

尾
張
様
御
家
来 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
所
御
代
官 

 
 
 
 

 

是
、
御
使
者
御
断
ニ
而

不
被
差
出
、
依
之
右
代
官
罷
出
候
ハ
ヽ 

相
之
間
ゟ
御
使
者
相
勤
、
被
下
候
目
録
持
参
ス 

 

先
刻
ハ
御
出
御
大
儀
被
存
候
、
依
之
目
録
之
通
被
相
送
候 

右
御
代
官
罷
出
候
而

、
其
節
御
目
付
罷
出
、
別
人 

御
用
人
及
挨
拶 

  
 

一
り
半 

 
 
 
 

御
泊 

 
 

 
 

宮 
 
 
 
 

御
本
陣 

 
 
 

森
田
八
郎
右
衛
門 

 
 
 
 

 
 

金
弐
両 

 
 
 
 

御
宿
料 

 
 
 
 
 
 
 

 

同
百
疋 

 
 
 
 

同
所
問
屋
へ 

  
 
 
 
 

 

金
百
疋 

 
 
 
 

同
所
問
屋
へ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

御
舟
御
用
達 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
城
屋 

 

善
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
本
陣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

其
外
役
人
共 

２
２ 

 
 
 
 
 

宮
舟
会
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

役
人 

五
人 

 
 
 
 

右
目
録
被
下
候
、
金
ハ
御
船
組
ニ
而

取
計
、
舟 

会
所
役
人
五
人
、
金
二
百
疋
ツ
ヽ
被
下
候 
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丹
後
屋 

善
助 

 
 
 
 

右
親
善
助
之
通
、
居
宅
前
ニ

罷
出
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

同
所 

熱
田
神
主 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

松
岡
宮
内
大
夫 

 
 
 
 

右
御
札
差
上
候
ニ

付
、
定
例
銀
壱
両
被
下
候 

 
 
 

一 

是
ゟ
御
泊
附
非
番
之
面
々
、
其
外
御
行
列
外
之
面
々 

 
 
 
 
 

且
御
道
具
類
迄
桑
名
渡
海
、
凡
海
上
七
里 

 
 
 

一 

御
供
之
面
々
、
是
ゟ
佐
屋
廻
り 

 

（
注
）
正
式
名
称
は
「
熱
田
宿
」、
桑
名
宿
へ
の
海
上
七
里
の
渡
し
、
四
日
市
宿
へ
の
同
十
里
の
渡
し
の
起

点
で
あ
る
と
同
時
に
、
中
山
道
垂
井
宿
に
い
た
る
美
濃
路
、
陸
・
川
路
で
桑
名
宿
に
い
た
る
佐
屋
街
道

の
分
岐
点
で
も
あ
っ
た
。
文
久
三
年
の
真
華
院
帰
郡
は
、
船
旅
を
避
け
て
美
濃
路
を
採
っ
て
い
る
。 

 
 

保
申
一
行
も
諸
道
具
や
行
列
外
の
者
を
海
路
で
桑
名
宿
に
直
行
さ
せ
、
佐
屋
路
を
進
ん
で
い
る
。 

 

二
り
半 

 
 
 
 

御
小
休
岩
塚 

 

御
本
陣 

 
 
 

武
藤
平
八
郎 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

金
百
疋 

 
 
 
 
 
 
 
 

右
同
人 

 
 
 
 
 
 

 

同
百
疋 

 
 
 

 

岩
塚
馬
場
之
内
問
屋 

 

 
 
 
 
 

 
 

 

九
丁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

万
場
川 

船
渡
し 

 

川
懸
役
人
共 

 
 
 
 
 

御
目
録
前
々
之
通 

 
 
 

 
 

 
 

一
り
半 

 
 
 
 

御
小
休
神
守 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

猪
飼
文
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
弐
朱 

 
 
 
 

同
所
□
□ 

 
 
 
 
 

 

同
百
疋 

 
 
 
 

□
□ 

 

（
注
）
岩
塚
は
名
古
屋
市
中
村
区
、
万
場
川
は
庄
内
川
、
神
守
は
津
島
市
で
、
何
れ
も
佐
屋
街
道
沿
の
駅
。 

 

２
３ 

 
 

一
り
半
九
丁 

 
 

〇 

佐
屋 

 
 
 
 

御
本
陣 

 
 
 

加
藤
五
左
衛
門 

 
 
 
 

 
 

金
壱
両 

 
 
 
 

御
休
料 

 
 
 
 
 
 
 

 

同
百
疋 

 
 
 
 

同
所
問
屋
江 

 
 
 
 

是
ゟ
川
舟
三
里 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

尾
州
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
屋
方
御
役
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
人
出
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
本
陣
御
用
達 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

車
屋
伊
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

其
外
役
人
共 

 
 
 
 

 

御
目
録
前
々
之
通 

 
 

一 

松
平
下
総
守
様
ゟ
、
御
馳
走
舟
涼
風
丸
ニ
而 

被
為
召
候
間
吉
閑
斗
御
渡
川
、
ケ
タ
ト
申
所
ニ
而 

日
吉
丸
ニ

御
召
替
被
遊
、
夫
ゟ
桑
名
江

御
着
船 

 

但
、
右
御
馳
走
船
掛
り
役
人
其
外
御
舟
頭
・
水
主 

 
 

へ
之
被
下
御
目
録
并

船
玉
へ
之
御
備
へ
物
等 

万
端
御
舟
組
ニ
而

取
斗 

 

（
注
）
松
平
下
総
守
は
武
州
忍
十
万
石
藩
主
忠
国
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
藩
は
文
政
六
年
白
河
・
忍
・
桑
名
の

三
方
国
替
で
桑
名
か
ら
忍
に
転
封
と
な
り
、
白
河
か
ら
松
平
定
信
系
の
久
松
松
平
が
桑
名
に
移
っ
た
が
、

そ
の
際
に
桑
名
の
一
部
が
忍
藩
領
に
残
り
大
矢
知
陣
屋
が
置
か
れ
た
。
こ
こ
で
は
忍
藩
大
矢
知
陣
屋
が

用
意
提
供
し
た
川
舟
を
利
用
し
た
も
の
。
な
お
「
船
玉
（
船
霊
）」
は
航
海
安
全
の
神
。 
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川
船
三
り
〆
九
り 

 
 
 
 

御
泊 

 
 

〇 

桑
名 

 
 
 

御
本
陣 

 
 
 

丹
羽
善
九
右
衛
門 

２
４ 

 
 
 
 

 
 

金
弐
両 

 
 
 
 

御
宿
料 

 
 
 
 
 
 
 

 

同
百
疋 

 
 
 
 

同
所
問
屋
江 

 
 
 
 
 
 

松
平
下
総
守
様 

 
 
 
 
 

 

金
二
百
疋 

 
 
 

町
奉
行 

 
 
 
 

 
 

金
三
百
疋 

 
 
 

御
舟
奉
行
江 

 
 
 

御
船
之
儀
ニ

付
、
御
本
陣
へ
罷
出
候
ニ

付
、
被
下
候 

 
 
 
 
 

 

金
百
疋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
達 
京
屋
小
兵
衛 

 
 
 

是
ハ
右
同
断 

 
 
 
 
 
 

御
建
場 

冨
田 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

鐚
三
百
文 

 
 
 

酒
屋 

五
郎
兵
衛 

  
 

 

三
り
八
丁 

 
 

〇 

四
日
市 

 
 

御
本
陣 

 
 
 

清
水
太
兵
衛 

 
 
 
 
 

御
小
休 

 
 
 
 
 

 

金
百
疋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
同
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
百
疋 

 
 
 
 

 

右
同
人 

 
 
 
 
 
 

是
ハ
御
赤
飯
さ
し
上
候
ニ

付
被
下
之
、
但
、
御
旧
領
御
本
陣
故
、
右
之
外
ニ 

 
 
 
 
 
 

金
百
疋
被
下
候 

 

 

（
注
）
四
日
市
は
保
光
期
享
和
元
（
１
８
０
１
）
年
の
上
知
ま
で
郡
山
藩
領
で
あ
り
、
四
日
市
に
は
代
官
陣 

屋
が
置
か
れ
て
い
た
（
そ
の
後
は
御
料
信
楽
代
官
支
配
）
の
で
、
そ
の
縁
故
の
筋
が
残
っ
て
い
た
も
の
。 

 

２
５ 

 
 
 
 

 
 

金
百
疋 

 
 
 
 

 

同
所
問
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
之
丞
） 

 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 
 
 
 
 

 

行
方
角
□
□ 

 
 
 
 
 
 

是
ハ
定
例
被
下
候 

 
 

西
村
庄
左
衛
門 

 
 

 

御
本
陣
御
居
間
次
ニ
而

、
御
目
見
被
仰
付
候 

御
意
被
成
下 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

村
田
七
郎
右
衛
門 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

高
尾
九
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

生
川
吉
左
衛
門 

 
 

 

右
披
露
御
用
達
、
御
取
合
御
用
人
、
玄
関
上
ノ
間 

 
 
 
 

御
目
見
被
仰
付
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
本
陣
問
屋
役
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

行
方
角
之
丞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

西
村
庄
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

伊
達
太
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

井
嶋
弥
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

年
寄
五
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

名
前
略
之 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

御
用
達 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

万
屋 

清
八 

 
 

 

右
披
露
役
名
御
目
付
、
立
合
御
用
人
、
高
尾
・
生
川
・
村
田
三
人
へ 

 
 
 
 
 

（
「
粉
」
脱
） 

 
 
 
 

多
葉
入
五
宛
被
下
候 

 

２
６ 

 
 
 
 
 
 

金
百
疋 

 
 
 
 
 

万
屋 

清
八 
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被
下
候 

 
 
 
 
 

御
建
場
追
分 

 
 
 
 
 
 

鐚
五
百
文 

 
 
 

鍵
屋 

長
三
郎 

 

（
注
）
伊
勢
街
道
へ
の
分
岐
点
で
あ
る
日
永
追
分
か
。 

  
 

ニ
り
半
八
丁 

 
 

〇 

石
薬
師
御
休 
御
本
陣 

 
 
 

園
田
庄
兵
衛 

 
 
 
 
 

 

金
壱
両 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
休
料 

 
 
 
 
 

 

同
百
疋 

 
 
 
 

 
同
所
問
屋
へ 

  
 

廿
七
丁 

 
 

〇 

庄
野 

 
 
 

御
本
陣 

 
 
 

沢
田
多
左
衛
門 

 
 
 
 
 

御
小
休 

 
 
 
 

同
所 

 
 
 
 
 

 

金
弐
朱 

 
 
 
 
 

右
同
人 

 

（
注
）
享
保
九
年
で
は
本
陣
「
柳
屋
兵
左
衛
門
」 

  
 

二
り 

 
 
 
 

亀
山 

 
 
 

御
本
陣 

 
 
 

樋
口
太
郎
兵
衛 

 
 
 
 
 
 

御
建
場 

 
 
 
 
 

同
所 

 
 
 
 
 
 

鐚
三
百
文 

 
 
 
 

米
屋
利
右
衛
門 

  
 

一
り
半
〆
十
り
七
丁 

 
 
 
 

関
御
泊 

 
 

御
本
陣 

 
 
 

川
北
久
左
衛
門 

 
 
 
 
 

金
弐
両 

 
 
 

 
 

御
宿
料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

（
同
所
） 

 
 
 

 
 

金
百
疋 
 
 
 
 
 

右
□
□ 

 

２
７ 

是
ハ
先
年
御
迎
罷
出
、
其
上
差
上
物
□
□ 

 

（
下
之
） 

 
 
 

被
下
候
処
、
御
迎
差
上
物
御
断
ニ

付
、
金
百
疋
被
□
□ 

 
 
 
 
 
 

金
百
疋 

 
 
 
 
 
 

同
所
問
屋
へ 

 
 

 

是
ゟ
伊
賀
路
へ
別
レ
道
、
御
長
持
・
御
道
具
類
・ 

御
馬
、
伊
賀
路
被
差
遣
候 

 

（
注
）
関
宿
は
古
代
の
鈴
鹿
関
に
由
来
す
る
交
通
の
要
衝
で
、
現
在
も
宿
場
の
面
影
を
残
す
重
伝
建
地
区
と 

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
伊
賀
路
（
大
和
路
）
で
の
帰
郡
が
近
道
で
あ
っ
た
が
、
行
列
は
京
を
目
指 

し
て
、
そ
の
ま
ま
東
海
道
を
進
み
、
諸
道
具
類
等
の
み
伊
賀
路
を
と
っ
た
も
の
。 

  
 

一
り
半
十
六
丁 

 
 

〇 

坂
之
下 

 
 

御
本
陣 

 
 
 

大
竹
屋
傳
右
衛
門 

 
 

 
 

 

御
建
場
同
所 

 
 
 
 
 

越
後
屋 

半
兵
衛 

 
 
 
 
 
 

鐚
三
百
文 

 
 

 

鈴
鹿
上
下 

上
り
急
々 

 
 
 
 
 

御
建
場 

猪
之
鼻 

 
 
 

柏
屋
傳
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 

鐚
三
百
文 

 

（
注
）
猪
之
鼻
は
東
海
道
鈴
鹿
越
え
の
建
場
で
、
赤
穂
浪
士
大
高
源
吾
の
句
碑
が
あ
る
。 

 
 
 

「
い
の
花
や
早
稲
の
も
ま
る
る
山
お
ろ
し
」 

  
 
 

二
り
半 

 
 

〇 

土
山 

 
 
 

御
本
陣 

 
 
 

土
山
直
治
郎 

 
 
 
 
 

御
建
場 
松
尾 

 
 
 
 

水
口
屋
儀
右
衛
門 
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鐚
三
百
文 

 
 
 
 
 

御
建
場 

大
野 

 
 

 
 

小
幡
屋
利
兵
衛 

 
 
 
 
 
 

鐚
五
百
文 

 

（
注
）
こ
の
道
筋
は
「
坂
は
照
る
照
る
鈴
鹿
は
曇
る
あ
い
の
土
山
雨
が
降
る
」
と
歌
わ
れ
た
難
所
で
、
鈴
鹿 

山
脈
を
境
に
、
坂
（
之
下
）
と
土
山
は
相
対
宿
と
さ
れ
て
い
た
。
享
保
九
年
本
陣
「
同 

喜
左
衛
門
」 

 

 
 

ニ
り
半
七
丁 

 
 

〇 

水
口 

 
 
 

御
本
陣 

 
 

 

鵜
飼
傳
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
壱
両 

 
 
 
 
 

御
休
料 

 
 
 
 
 

金
百
疋 

 
 
 
 
 

同
所
問
屋
へ 

 
 

 

 
 
 
 
 

横
田
川
船
渡
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
藤
孫
太
郎
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
馳
走
、
役
人
両
人
川
役
共 

 
 
 
 
 
 

右
御
目
録
被
下
候
前
同
じ 

２
８ 

 
 
 
 
 

御
建
場 

田
川 

 
 
 
 

植
松
屋
庄
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 

鐚
三
百
文 

 

（
注
）
加
藤
孫
太
郎
は
、
加
藤
家
水
口
九
代
藩
主
明
実
で
、
文
久
三
年
十
二
月
二
十
九
日
に
兄
明
軌
の
養
子

（
嗣
子
）
と
な
る
。
明
軌
は
文
久
三
年
に
伏
見
警
衛
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
記
事
は
不
在
中
の 

 

代
行
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
な
お
横
田
川
は
野
洲
川
下
流
の
名
称
。 

 

 

三
り
半
〆
十
り
半
十
三
丁 

 
 

御
泊 

 
 

〇 

石
部 

 
 

 

御
本
陣 

 
 
 

三
大
寺
小
右
衛
門 

 
 
 
 
 

金
弐
両 

 
 
 
 
 

御
宿
料 

 
 

 
 
 

同
百
疋 
 
 
 
 
 

同
所
問
屋
江 

 
 
 
 

御
小
休 

梅
之
木
村 

 
 
 
 
 

金
五
百
疋 

 
 
 
 

 

嶋
村
八
郎
兵
衛 

 
 

 

 
 

 

是
ハ
御
用
人
始
道
中
方
迄
、
酒
・
吸
物
・
差
出
候
ニ

付
、
被
下
之 

 

（
注
）
梅
之
木
は
石
部
・
草
津
の
間
宿
で
、
和
中
散
本
舗
が
あ
る
。 

  
 
 

二
り
半
七
丁 

 
 
 

御
休 

 
 

〇 

草
津 

 
 
 

御
本
陣 

 
 
 

田
中
九
兵
衛 

 
 
 
 
 

金
壱
両 

 
 
 
 
 

御
休
料 

 
 
 
 
 

同
百
疋 

 
 
 
 
 

同
所
問
屋
江 

 
 
 
 

月
之
輪
御
野
建 

 
 
 
 

御
小
休 

鳥
居
川 

 
 
 

鍵
屋 

庄
兵
衛 

 
 
 
 
 

金
二
朱 

 
 

 

是
ゟ
大
津
御
泊
へ
惣
御
供
之
事 

 

（
注
）
享
保
九
年
及
び
多
く
は
本
陣
「
同
姓
九
蔵
」。
大
津
宿
で
は
近
江
領
の
金
堂
・
海
津
役
人
等
に
よ
る 

大
津
蔵
屋
敷
で
の
出
迎
が
あ
る
た
め
行
列
を
整
え
た
も
の
。 

 
 

月
之
輪
は
大
津
市
月
輪
寺
周
辺
の
建
場
で
、
同
寺
は
将
軍
家
茂
や
明
治
天
皇
も
立
寄
っ
た
名
刹
。 

  
 

〇 

膳
所 

  
 

三
り
半
六
丁
〆
六
り
十
三
丁 

 
 
 

御
泊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
嘉
右
衛
門
） 

 
 

〇 

大
津 

 
 
 

御
本
陣 

 
 

 

大
塚
□
□ 

２
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
料
） 
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金
弐
両 

 
 
 
 
 

御
宿
□ 

 
 
 
 

 

同
百
疋 

 
 
 
 
 

同
所
問
屋
へ 

 
 
 
 
 

同
百
疋 

 
 
 
 
 

大
塚
嘉
右
衛
門 

 
 
 
 

是
ハ
所
柄
ニ

付
被
下
之 

 

（
注
）
享
保
九
年
で
は
本
陣
「
大
坂
屋
加
右
衛
門
」
と
あ
る
が
或
い
は
同
系
か
。 

  
 
 
 
 

銀
弐
両
御
代
官
附 

人
馬
方
同
心
弐
人 

 
 
 
 
 

問
屋
場
、
万
端
世
話
仕
候
ニ

付
被
下
之 

 
 
 
 

於
御
居
間 

 
 
 
 

御
目
見
被
仰
付
之 

 
 
 
 

山
本
嘉
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 

嘉
一
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
水
彦
兵
衛 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

貝
屋
七
兵
衛 

 
 
 
 
 
 

但
上
席 

 
 
 
 
 
 

鍵
屋
佐
七 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丸
屋
善
右
衛
門 

 
 
 
 

右
披
露
御
用
達
、
御
取
合
御
用
人
、
於
一
ノ
間 

 
 
 
 
 
 
 

大
津
御
蔵
屋
敷
預
り 

 
 
 
 

御
内
々
御
目
見
被
仰
付
也 

 
 
 

鈴
木
治
右
衛
門 

 
 
 
 
 

右
披
露
御
目
付
、
御
取
合
御
用
人 

 
 
 

京
都
御
留
守
居
青
山
段
之
進
、
当
駅
御
泊
へ
罷
出 

 
 
 

 

明
日
御
所
司
代
へ
相
勤
向
之
義
、
外
山
様
へ
御
立
寄
被 

遊
候
儀
ニ

付
、
罷
出 

 

 

（
注
）

○分
２
７ 

寄
合
衆
二
百
三
十
石 

青
山
段
之
進
。
所
司
代
訪
問
等
に
つ
い
て
の
打
合
せ
。 

 

３
０ 

 
 

一 

外
山
様
へ
被
遣
左
之
通 

 
 
 
 
 
 
 
 

銀
弐
枚 

 
 
 
 
 

外
山
様
へ 

 
 
 
 

但
、
白
木
具
打
臺
の
し
包
添 

  
 
 
 
 
 
 
 

金
百
疋 

同 

雑
掌
へ 

但
へ
き
臺 

 
 
 
 

是
ハ
御
留
守
居
衆
ゟ
相
渡
候 

 

（
注
）
外
山
家
は
、
付
属
資
料
の
１
３
に
よ
れ
ば
、
外
山
修
理
権
大
夫
の
正
室
が
吉
里
五
男
信
周
の
娘
五
月 

子
、
そ
の
嫡
子
勘
解
由
次
官
光
施
の
正
室
が
保
光
娘
悦
子
で
あ
り
両
敬
関
係
と
思
わ
れ
る
。
銀
弐
枚
は 

丁
銀
二
枚
で
、
銀
二
十
両
（
八
十
六
匁
）
に
相
当
。
雑
掌
は
武
家
の
御
用
人
に
当
た
る
公
家
の
家
宰 

で
、
金
百
疋
（
金
一
分
）
は
当
時
銀
約
二
十
匁
に
相
当
。 

  
 

 
 

明
暁
御
発
駕
之
節
、
玄
関
上
ニ
而 

 
 
 
 
 

御
蔵
仲
御
家
代 

 

 
 
 
 

御
立
掛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
城
屋
六
兵
衛 

 
 
 
 

御
目
見 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
野
屋
五
兵
衛 

 
 

 
 

被
仰
付
候 

 
 
 
 
 
 

（「
灰
」
の
誤
カ

） 

 
 
 
 

右
披
露
御
目
付 

 
 
 
 
 
 
 

炭
屋
長
次
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

郷
宿 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

近
江
屋
三
四
郎 

 

（
注
）
こ
れ
ら
の
人
物
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
分
限
帳
（
御
扶
持
米
被
下
候
者
）
記
載 

 
 
 
 
 

○分
ｐ
２
１
１ 

山
本
勝
之
助
（
弥
一
郎
） 

 
           

四
人
扶
持 

？ 

 
 
 
 
 

同
ｐ
２
１
３ 

清
水
彦
兵
衛  

 
 
 
 

大
津
銀
主 

 
 
 

五
人
扶
持 

 
 
 
 
 

同 
 
 
 
 

宇
野
七
兵
衛
（
喜
三
郎
）
大
津
御
蔵
引
受 

 

三
人
扶
持 
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同
ｐ
２
１
１ 

前
田
善
右
衛
門 

京
都
壬
生
御
屋
敷
代
住
屋 

二
人
扶
持 

 

 
 
 
 
 

同 
 
 
 
 

山
城
屋
六
兵
衛 

 
 
 

大
津
御
蔵
仲 

 
 

三
人
半
扶
持 

 
 
 
 
 

同 
 
 
 
 

日
野
屋
五
兵
衛 

 
 
 

同 
 
 
 
 
 
 

同 

 
 
 
 
 

同 
 
 
 
 

灰
屋
庄
兵
衛
（
利
三
郎
）
同 

 
 
 
 
 
 

三
人
扶
持 

  
 

一 

大
津
ゟ
伏
見
へ
被
遣
候
御
道
具
類
、
其
外
京
都
ニ
而 

 
 
 
 
 

御
用
無
之
面
々
、
直
ニ

伏
見
へ
可
被
越
候
事 

 
 
 
 
 

御
建
場 
追
分 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

鐚
五
百
文 

 
 
 

 
 

有
川
喜
左
衛
門 

 
 
 

是
ゟ
京
都
伏
見
之
例
之
道 

 
 
 
 
 
 

御
小
休 

蹴
上 

 
 
 
 
 
 

金
弐
百
疋 

 
 
 
 
 

弓
屋 

八
郎
□
□ 

 

（
注
）
蹴
上
を
通
り
、
東
山
三
条
か
ら
入
洛
す
る
道
は
、
粟
田
口
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
京
都
中
心
部
に
直
結

す
る
東
海
道
本
筋
で
あ
る
が
、
現
在
の
国
道
一
号
線
は
蹴
上
方
面
に
北
上
せ
ず
、
西
進
し
て
五
条
口
（
伏

見
口
）
か
ら
入
洛
し
て
い
る
。 

 

３
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
所
司
代
」
カ

） 

 
 
 

是
ゟ
御
地
廻
り
御
供
立
ニ
而

、
京
都
御
□
□ 

 
 
 

 

夫
ゟ
外
山
様
御
立
寄
被
遊
候 

 
 
 
 
 

但
、
御
供
之
面
々
ハ
、
三
本
木
ト
申
処
へ
下
宿
出
候 

 
 
 
 
 

尤
割
籠
壱
度
分
被
下
候 

 

（
注
）
三
本
木
は
、
御
所
南
丸
太
町
付
近
の
花
街
。
お
そ
ら
く
二
条
城
北
の
所
司
代
に
立
寄
り
、
御
所
近
辺

の
公
家
屋
敷
を
訪
ね
た
も
の
か
。
な
お
「
割
籠
（
ワ
リ
コ
）」
は
弁
当
の
こ
と
。 

 

 
 
 

一 

当
所
江

出
ル
御
留
守
居
下
役 

 
 

丸
毛
源
治
郎 

 
 
 

一 

玄
関
ニ
而 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
達 

 
 
 
 
 

御
通
掛
、
御
目
見
被
仰
付
候 

 
 
 

伊
丹
屋 

久
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 

但
、
披
露
御
目
付 

 
 
 
 

亀
甲
屋 

重
助 

 

（
注
）

○分
丸
毛
源
次
郎
は
不
詳
、
伊
丹
久
兵
衛
ｐ
２
１
２ 

一
人
扶
持
と
あ
る
が
職
能
不
詳 

  
 
 

一 

当
所
御
発
駕
被
遊
候
得
者

、
大
仏
前
へ
相
廻
り
候
御
道 

 

具
類
、
御
供
之
面
々
委
細
ハ
御
人
数
分
帳
面
ニ

有
之 

 

御
小
休 

大
佛
前 

 
 

（「
小
」
カ

） 

 

金
百
疋 

 
 
 
 
 
 

北
川
近
江 

 

鐚
五
百
文 

 
 
 
 
 

右
同
人
向
茶
屋 

（
小
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
屋
」
脱
） 

 
 
 
 

 

是
ハ
北
川
近
江
へ
被
為
入
候
ニ

付
、
御
供
之
下
方
、
此
茶
ニ
而

相
休
候
ニ

付
被
下
候 

  
 

 

一 

蹴
上
ゟ
相
廻
り
候
面
々
、
近
江
方
ニ
而

御
供
待
之
事 

 
 
 
 
 
 
 

相
伺
、
別
段
金
百
疋
并

向
茶
屋
へ
も
鐚
三
百
文
被
下
候 

  
 
 

一 

右
御
小
休
ニ
而 

３
２ 

 
 
 
 
 
 

御
着
座 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

小
堀
甚
兵
衛 

 
 
 
 

 

御
目
見
被
仰
付
候 

 
 
 
 
 

藤
井
源
四
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
披
露 

 
 
 
 
 
 

御
取
合
御
用
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
治
） 

 
 

  

一 

玄
関
ニ
而 

 
 
 
 
 
 
 
 

丸
毛
源
次
郎 

 
 
 
 

 
 

御
通
り
懸
御
内
々 
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御
目
見
被
仰
付
之 

 
 
 
 
 

 

右
披
露
御
目
付
御
取
合
御
用
人 

 
（
注
）
大
仏
前
は
、
東
山
七
条
の
豊
国
神
社
西
に
あ
っ
た
方
広
寺
大
仏
付
近
、
こ
こ
か
ら
鴨
川
沿
い
に 

南
下
し
伏
見
（
奈
良
街
道
）
に
至
る
。
な
お
北
川
近
江
は
「
大
仏
前
の
菜
種
商
で
用
達
の
小
川
近 

江
の
所
で
旅
装
に
改
め
」
と
あ
る
（
奈
良
県
立
大
季
報
「
大
坂
町
奉
行
の
中
山
道
道
中
と
大
坂
入
」 

田
中
豊
）
の
で
「
小
川
」
と
し
た
が
、
公
儀
奉
行
や
大
名
も
立
寄
っ
た
豪
商
で
あ
ろ
う
。
ま
た
小 

堀
甚
兵
衛
は
「
万
甚
」
と
呼
ば
れ
た
京
都
の
金
融
豪
商
で
、
そ
の
有
力
取
引
先
に
「
近
江
屋
藤
井 

善
助
」
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
藤
井
源
四
郎
は
そ
の
縁
者
と
も
思
わ
れ
る
（「
明
治
維
新
期
の 

京
・
大
坂
・
江
戸
に
お
け
る
両
替
商
金
融
『
石
井
寛
治
』）。 

  
 
 
 

御
休
泊
稲
荷
前 

 
 
 
 
 

金
弐
朱 

 
 
 
 
 

玉
屋
平
右
衛
門 

 

（
注
）
現
在
も
伏
見
稲
荷
前
に
料
理
屋
「
玉
屋
」
が
営
業
し
て
い
る
。 

  
 
 

相
廻
り
六
り 

 
 
 
 

 

伏
見
御
泊 

 
 
 

御
本
陣 

 
 
 

福
井
与
左
衛
門 

 
 
 
 
 

先
触
廻
状
引
上
候
事 

 
 
 
 
 

金
弐
両 

 
 

 
 
 

御
宿
料 

 
 
 
 

  

同
百
疋 

 
 
 
 
 

右
同
人 

 
 
 
 
 

同
百
疋 

 
 
 
 
 

同
所
問
屋
江 

 
 
 
 
 

同
百
疋 

 
 
 
 
 
 

丹
後
屋 

新
吉 

 
 
 
 

是
者

、
京
都
御
先
立
仕
候
ニ

付
被
下
之 

 
 
 
 
 

同
弐
朱 

 
 
 
 

 

是
者

、
京
都
御
案
内
申
上
候
ニ

付
被
下
之 

 
 

 
 

 
 
 

一 

於
御
本
陣 

 
 
 
 
 

丹
後
屋 

新
吉 

 
 

 
 
 
 
 

御
内
々
御
目
見
被
仰
付
之 

 
 
 
 
 
 
 

御
扇
子
壱
箱
さ
し
上
候 

 
 
 
 
 
 
 

右
御
目
見
之
儀
、
御
用
達
御
取
斗 

３
３ 

 
 
 
 
 
 
 
 

金
百
疋
ツ
ヽ 

 
 

宇
治
茶
□ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
村
六
之
□ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
村
有
斎 

 
 

 

右
者

、
当
駅
江

罷
出
候
得
者

被
下
之 

金
弐
百
疋 

 
 
 

日
野 

真
光
院 

右
同
断 

 

（
注
）
享
保
九
年
で
は
本
陣
「
木
津
屋
与
左
衛
門
」
と
あ
る
が
同
家
系
で
あ
ろ
う
。
真
光
院
は
、
宇
治
万
福 

寺
塔
頭
で
、
吉
保
正
室
真
光
院
（
曽
雌
定
子
）
の
菩
提
寺
。
同
寺
創
建
の
悦
峰
道
章
は
黄
檗
宗
渡
来
僧 

で
吉
保
の
帰
依
を
得
て
、
甲
州
永
慶
寺
を
開
い
た
。 

 

 
 

一 

中
川
様
御
使
者
有
之
、
西
本
願
寺
御
門
跡
ゟ
御
使
者 

 
 
 
 
 

有
之
、
本
願
寺
御
門
跡
ゟ
右
同
断 

 
 
 
 
 
 
 

何
れ
も
被
下
物
無
之 

 
 （

注
）「
中
川
様
」
に
関
し
て
は
、
２
の
品
川
宿
で
も
記
さ
れ
て
お
り
、
文
久
三
年
真
華
院
帰
郡
道
中
記
に

示
さ
れ
た
豊
後
岡
藩
主
中
川
修
理
大
夫
と
も
思
え
る
が
、
官
名
記
載
が
な
く
確
定
は
困
難
で
あ
る
。 

⑦ 

中
川
修
理
大
夫 

 

中
川
家
岡
藩
七
万
石
第
十
二
代
藩
主
修
理
大
夫
久
昭
。 

久
昭
の
先
々
代
第
十
代
藩
主
修
理
大
夫
久
貴
は
、
保
光
五
男
で
第
九
代
藩
主
久
持
の
末
期
養
子
で

あ
る
。
久
貴
に
は
実
子
が
い
た
が
、
何
故
か
正
室
と
の
間
の
娘
「
育
」
に
婿
養
子
と
し
て
井
伊
家

第
十
三
代
藩
主
掃
部
頭
直
中
の
七
男
久
教
（
井
伊
直
弼
の
兄
）
を
迎
え
て
い
る
（
松
平
信
明
養
女

で
あ
る
正
室
の
圧
力
と
も
言
わ
れ
る
が
不
詳
）
。
そ
の
久
教
に
は
子
が
な
く
大
洲
藩
第
十
代
藩
主
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加
藤
遠
江
守
泰
済
の
娘
栄
子
を
養
女
と
し
て
、
藤
堂
家
安
濃
津
藩
二
十
七
万
石
第
十
代
藩
主
和
泉

守
高
兌
の
次
男
久
昭
を
婿
養
子
と
し
て
い
る
（
久
貴
に
は
別
に
実
娘
が
い
た
が
、
岸
和
田
藩
五
万

三
千
石
十
代
藩
主
岡
部
内
膳
正
長
和
の
正
室
と
な
っ
て
い
る
）
。
郡
山
藩
と
し
て
は
多
額
の
持
参

金
を
付
け
た
久
貴
の
中
川
家
養
子
縁
組
が
結
果
的
に
無
駄
に
な
っ
て
い
る
。 

  
 
 
 

宇
治
廻
此
所
へ
出
ル 

 
 
 
 
 

御
建
場 

新
田 

 
 
 
 

 
 

鐚
五
百
文 

 
 
 
 
 

丸
屋 

吉
兵
衛 

 
 
 
 
 
 

鐚
百
文
ツ
ヽ 

 
 
 

同
所
茶
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

角
屋 

平
八 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宇
治
や 

常
吉 

 
 
 

是
ハ
丸
や
へ
ニ
而

被
為
入
候
付
、
御
供
之
面
々
、
此
茶
屋
ニ
而 

 
 
 

 

相
休
候
付
、
被
下
候 

 

（
注
）
宇
治
の
茶
商
「
中
村
藤
吉
商
店
」
は
一
時
丸
屋
を
名
乗
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
関
係
か 

も
知
れ
な
い
が
不
詳
。 

  
 
 

三
り
半 

 
 
 
 

御
休
長
池 

 

御
本
陣 

 
 

清
水
三
右
衛
門 

 
 
 
 
 

金
壱
両 
 
 
 
 
 

御
休
料 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

同
百
疋 

 
 

 
 
 

右
同
人 

 
 
 
 

是
ハ
所
柄
二

付
、
被
下
之 

 
 
 
 

 

同
百
疋 

 
 
 
 
 

同
所
問
屋 

 
 

 

３
４ 

 
 

一
り
半 

 
 

〇 

玉
水 

先
触
状
引
上
之
事 

 
 
 
 
 

御
建
場
同
所 

 
 
 
 
 
 

鐚
三
百
文 

 
 
 
 
 

酒
や 

太
郎
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 

金
百
疋 

 
 
 
 
 
 

同
所
問
屋
へ 

 
 

 
 

薮
川
船
渡
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
達 

 

藪
村
清
蔵 

 
 

 

右
御
目
録
被
下
前
ニ

同
じ 

 (

注)

分
限
帳
に
は
「
藪
之
渡
」
舟
子
、
扶
持
米
三
石
と
あ
る
。 

  
 
 
 

御
小
休 

吐
師 

 
 
 
 
 

問
屋 

喜
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 

金
百
疋 

 
 

 
 
 

是
ハ
御
前
、
御
酒
・
御
肴
差
上
之 

 

（
注
）
吐
師
（
木
津
川
の
船
泊
）
問
屋
喜
右
衛
門
は
、
郡
山
藩
で
産
品
販
売
の
統
制
を
行
っ
た
と
き
の
運
送 

業
者
。 

  
 
 
 

御
小
休 

三
条
尼
ヶ
辻 

 
 

茶
屋 

甚
助 

 
 
 
 
 
 

金
百
疋 

  
 

一 

是
ゟ
惣
御
供
之
事 

 
 
 
 

六
条
村
・
大
橋
・
奈
良
口
町
・
観
音
寺
町
・
大
門
・
鍛 

 
 
 
 

冶
町
・
本
町
・
堺
町
・
大
手
柳
御
門
・
鉄
御
門
・
表
御
門 

御
着 

鍛
冶 

 
 
 
 

御
休 

 

十
四 

 
 
 
 

御
小
休 

廿
九 

 
 
 
 
 
 
 
 

御
建
場 

三
十
七 

 
 
 
 
 
 
 
 

渡 
 
 

十
四 

 

舟
九 

歩
五 

３
５ 
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鐚
壱
〆
文 

 
 
 
 

 

 
 
 

是
ハ
所
々
御
小
休
ニ
而

、
御
手
間
被
為
取
候
節
・
御
供
待
之
節
、
所
々
ニ
而

被
下
積
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

鐚
壱
〆
二
百
文 

 
 
 

 
是
ハ
所
々
ニ
而

伊
勢
参
宮
之
者
へ
蒔
銭
、
棒
頭
長
左
衛
門
渡
ス 

  
 

一 

御
勤
年
中
、
御
家
中
定
宿 

 
 
 
 
 

戸
塚 

 
 

江
戸
ゟ
十
り 

 
 
 
 
 

〇
鎌
倉
屋 

安
左
衛
門 

 
 
 
 
 

小
田
原 

 
戸
塚
ゟ
十
り
九
丁 

 
 
 

〇
し
ば
や 

源
左
衛
門 

 
 
 
 
 

沼
津
本
町 

 
小
田
原
ゟ
九
り
半 

 
 

 
 

〇
虎
屋 

九
左
衛
門 

 
 
 
 
 

江
尻 

 
 

沼
津
ゟ
十
一
り
半
十
四
丁 

〇
翁
屋 

 

与
左
衛
門 

 
 
 
 
 

嶋
田 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
リ 

 
 

大
久
保
新
右
衛
門 

３
６ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
り 

 
 
 
 
 

金
谷 

 
 

江
尻
ゟ
十
一
り
六
丁 

 
△
〇 

 
 
 

小
澤
郡
蔵 

 
 
 
 
 

濱
松
傳
馬
丁 

金
谷
ゟ
十
一
り
半
七
丁 

△
〇 

 

川
口
治
郎
兵
衛 

 
 
 
 
 

赤
坂
下
町 

 

濱
松
ゟ
十
二
り
三
丁 

 
 
 
 

平
松
弥
一
左
衛
門 

 
 

 
 
 

宮
傳
馬
町 

 
 

赤
坂
ゟ
十
二
り
二
丁 

 
 

 
 

山
城
屋 

 

吉
左
衛
門 

 
 
 
 
 

桑
名
江
戸
丁 

宮
ゟ
海
上
七
り 

 
 
 
 
 

福
嶋
屋 

 
佐
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関 
 
 

 
 

桑
名
ゟ
十
り
七
丁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

蔦
屋 

 
 

太
兵
衛 

 
 
 
 
 

嶋
ケ
原 
 

関
ゟ
九
り
半 

 
 
 
 
 
 

竹
屋 

 

小
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 

嶋
ケ
原
ゟ
郡
山
へ
八
り
半 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〆
百
二
十
三
り
半
十
三
丁 

 
 
 
 

右
十
二
日
割
左
之
通 

 

（
注
）
元
治
二
年
に
、
水
原
等
が
助
郷
関
訴
の
た
め
出
府
し
た
旅
程
は
次
の
通
り 

 
 
 

嶋
ケ
原
・
竹
屋
小
左
衛
門―

関
・
亀
屋
安
次
郎―

桑
名
・
水
口
屋
清
右
衛
門―

池
鯉
鮒
・
甲
州
屋 

 
 
 

利
左
衛
門―

二
川
・
ｘ
ｘ
ｘ―

見
付
・
綿
屋
利
八―

藤
枝
・
玉
屋
半
兵
衛―

興
津
・
亀
屋
利
八 

 
 
 

沼
津
・
ｘ
ｘ
ｘ―

小
田
原
・
柴
屋
源
左
衛
門―

神
奈
川
・
ｘ
ｘ
ｘ 

 
 
 

な
お
こ
こ
で
示
さ
れ
た
総
距
離
は
全
く
同
じ
四
千
四
百
五
十
九
町
（
百
二
十
三
里
半
十
三
丁
）
で
、 

約
四
百
五
十
キ
ロ
に
当
た
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

（
完
） 


